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•  CANDELS	
  GOODS-­‐S	
  and	
  UVUDF	
  photometric	
  catalogsの銀河~4000個	
  
•  107M¤	
  <	
  M*	
  <	
  1011M¤ 

•  0.5	
  <	
  z	
  <	
  3.0	
  

v Sample	


v  IntroducLon	

•  星形成がconLnuousかburstyかは銀河形成を理解する上で重要	
  
•  星質量と星形成率の相関(main	
  sequence)のscaRerが小さければ、

non-­‐burstyなSFHと考えることができる	
  
-  星質量は過去の平均SFRと関係	
  

•  シミュレーションや近傍銀河の観測によれば、scaRerは低質量銀河で
より大きくなる	
  (e.g.,	
  Shen	
  et	
  al.	
  2014,	
  Kauffmann	
  2014)	
  

•  この論文ではHSTのデータを用いて近傍矮小銀河と同程度の質量を
持つ銀河までのSED	
  fi[ngをすることで、main	
  sequenceのintrinsicな
scaRerを調べた	
  

-  測定誤差などを含まないもの	
   v 結論	


•  星質量と星形成率の相関を従来より一桁以上小さな質量の銀河
までを用いて調べた	
  

•  cosmic	
  Lmeが増加するにつれてintrinsicなscaRerは0.220から
0.427	
  (dex)まで増加する	
  

-  特に0.5	
  <	
  z	
  <	
  1.5で顕著	
  
-  先行研究とconsistent	
  (e.g.,	
  Somerville	
  et	
  al.	
  2015)	
  

•  各redshi^	
  binで質量によらずscaRerはほぼ一定であり、シミュレー
ションや近傍銀河の結果と異なる	
  

•  それらの研究ではHαからSFRを導出しており、SED	
  fi[ngによるも
のよりも星形成のLmescaleに対するsensiLvityが大きい	
  

-  この研究では100	
  Myr以下のLmescaleの星形成を見落と
している可能性	
  

•  3桁以上異なる星質量の銀河がmain	
  sequenceに乗ることは、
高質量の銀河と低質量の銀河が同じプロセスで進化している
ことを示唆している	
  

Fig.	
  1	


•  Markov	
  Chain	
  Monte	
  Carlo	
  based	
  program	
  (Acquaviva	
  et	
  al.	
  2012)
によるSED	
  fi[ngから物理量を導出	
  

•  main	
  sequenceを次式でfi[ngして、scaRerを求める	
  

-  NはGaussian	
  random	
  variable、σはstandard	
  deviaLon	
  

•  Fuller	
  (1987)の方法でパラメータを決定する	
  

v SED	
  fi[ng	


v Result	


•  cosmic	
  Lmeの増加に伴いintrinsicなscaRerは0.220	
  →	
  0.427	
  (dex)	
  
•  傾きは大体1で、Lee	
  et	
  al.	
  (2015)で述べられているような高質量
側でのturnoverは見られない	
  

-  高質量側のサンプルが多くないから	
  
•  低質量側でscaRerが大きくなっていない	
  	
  

-  低質量銀河のbursLnessが高質量銀河よりも大きくなって
いるようには見えない　	
  

　　→　近傍の結果と異なる	
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